
国語科 研究の取り組み 

 

 

【授業での活用】 

 

①Whiteboard で意見共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Teams での課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ICT 活用のメリット】 

・文字だけでなく、画像などの資料も入れることができたり、似た意見を色分けできたりす

るため、情報が整理されていて見やすい。 

・共有した意見を後から見返せるため、復習をしたり、欠席者も授業内容を把握したりでき

る。 

・文章を読むことが苦手な生徒もイラストなどを使用して内容が理解しやすくなる。 

・ICT での課題提出は回収するもの自体がないためかさばらず、課題の提出、未提出を自分

でチェックする必要もないため業務の効率化になる。

（※今までの意見共有方法）
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社会科 研究の取り組み 

 

 

【知識構成型ジグソー法の手法を取り入れた授業での活用】 

 

➀個人でタブレット端末を活用して、資料の読み取り・考察。 

（エキスパート活動１） 

　※あらかじめ、OneDrive の中に資料を入れておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②同じ資料を担当した者同士のグループで、情報の共有。 

（エキスパート活動２） 

 

 

 

 

 

③タブレット端末を活用して、他者に自分の担当した資料について説明し、情報共有。 

　（ジグソー活動） 

　※発表者は重要なポイントなどは資料を拡大しながらプレゼン。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④数名の生徒に課題に対する自己の考えを、写真を撮って Teams にアップさせて発表さ 

せる。 

（クロストーク） 

 

 

 

ICT 活用した授業成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　かつては印刷した資料を活用してジグソー学習を行っていた。しかし、タブレット端末

上で資料の伝達・共有を行ったことで、ICT 機器を活用したプレゼンテーション能力の向

上につながった。重要な箇所を説明する際には、その部分を拡大しながら説明するなど、

生徒自身が工夫して操作している。 

　また、プレゼン能力が向上したことで、発表者に対する質問やアドバイスも増え、以前

よりも生徒同士のコミュニケーションが活発な授業となった。

➀分かりやすい授業に 

　文字だけの情報ではなく、画像などの資料を提示することで、視覚的に情報を享受 

できる。 
 

②コミュニケーションが活発に 

　タブレット端末を活用して他者にプレゼンすることで、ICT 機器を操作しながら 

生徒同士の対話が活発になる。 
 

③学習の効率化 

　クラウド上に資料を保存することで、印刷が不要。また、情報伝達・情報共有や意見 

交換も ICT 機器を通じて簡単に行うことができる。



数学科 研究の取り組み 

 

①パワーポイントを使っての授業→扱ったパワーポイントは teams 上に載せて復習で活用　B5 

 

パワーポイントを teams に載せるメリット 

・書くのが遅い生徒は、後からでも見て書くことができる。 

・板書を写すことが苦手で学習に課題がある生徒は、 

　板書を写さずに授業に取り組むことができる。 

・書くことに集中して話の聞けない生徒が減る。 

・休んでいたりした生徒も、学習内容を知ることができる。 

・ノートを取れていない生徒でも、前に学習した内容の復習 

　ができるので、前時とのつながりを意識しやすい。 

 

 

②授業のノートまとめを写真を撮って teams に送り、クラスメイトのノートを共有　B5 

 

授業のノートまとめを teams に載せるメリット 

・どのようにまとめると、上手にまとまるのか他の人のノートを 

　参考にすることができる。 

・他の人ノートまとめと自分のノートまとめを比べて自己の 

学習に活かすことで、主体的に学習に取り組む態度の育成 

　に役立つ。 

 

 

 

③teams を用いて課題を出す。生徒は課題に取り組んだノートの写真を撮り送信。②とは違い、これは教員しか

見ることができない。B4 

 

課題を teams で送らせるメリット 

・提出したかどうかの管理が簡単になる。 

・記録に残す評価として使うことができる。 

・写真を撮って送るだけなので、生徒の負担は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④板書を Teams に送信　B5 

 

板書を teams に載せるメリット 

・書くのが遅い生徒は、後からでも見て書くことができる。 

・板書を写すことが苦手で学習に課題がある生徒は、 

　板書を写さずに授業に取り組むことができる。 

・書くことに集中して話の聞けない生徒が減る。 

・休んでいたりした生徒も、学習内容を知ることができる。 

・ノートを取れていない生徒でも、前に学習した内容の復習 

　ができるので、前時とのつながりを意識しやすい。 

 

 

 

 

⑤演習プリントの問題と解答を Teams に送信　B1 

 

演習プリントを teams に載せるメリット 

・解きなおしをしたい生徒が答えの書かれていない 

　プリントを見ながら何度でもできる。 

・プリントをなくしやすい生徒でも、復習したいときに 

　プリント演習することができる。 

・相談室等、教室で授業が受けられない生徒にも 

　授業でやっている問題が伝わりやすく、授業以外で 

　も取り組むことができる。 

 

 

⑥word を用いて図形の教材を使用する。　B３ 

Word を用いる図形の教材のメリット 

・幅を広げる、図形の大きさを変えるなど、 

　自由に動かしながら創造できる。 

・図形の色なども変えながらできる。 

 

 

 

⑥PowerPoint で考えを共有する。　C１ 

PowerPoint で考えを共有するメリット 

・他者の考えを簡単に共有できる。 

・teams に残すことで、振り返り 

　などにも活用できる。 



理科 研究の取り組み  

 

【事例①】 

　・デジタル教科書の活用。 

 

【事例②】 

　・Teams での課題提出。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　※１年理科Ⅱ　植物のスケッチの様子 

 

【事例③】 

　・Teams での資料共有。  

 

 

 

 

 

 

　※植物の分類をグループで考えた様子

●提出されたレポートは、第三者は 

閲覧することができない。 

●コメント付きでフィードバック 

できるため、一人ひとりの考察に 

対して評価やアドバイスを丁寧 

にすることができる。 

●期限内に提出できたか、未提出者 

はいるかどうか等を、簡単に把握 

することができる。

レポートを写真に撮って提出させる。

●大型テレビに映したり、各個人の 

タブレットで資料を見ながら、ク 

ラス全体で共有する。 

●資料見ながら、意見交換をして考 

えを深めることができる。 

●話し合った内容をあとで写真を 

見ることで、振り返ることができ 

る。 

話し合いに関する資料を写真に撮っ

て、Teams の関係するチャネルにア

ップする。



外国語科 研究の取り組み 

①Teams の音読自動採点機能の活用 

・Teams の機能から音読課題を出題 

自分で録音した音読の音声を AI が読み取り、採点をする仕組みとなっている。 

 出題する文章は、教科書からでも自作の文章でも可能。 

 AI 採点の精度も 3 段階で変更ができるため、学年や習熟度、実態に応じて難易度の工夫もすることができる。 

 

 

１課題を出す     ２生徒：マイクＯＮで録音する  ３取り直しできる   ４達成率や誤発音がわかる 

②Power Point を活用したパフォーマンステストの実践 

・テーマに沿った英文の原稿（スクリプト）を作成 

 原稿の内容に沿ったスライドを作成する。 

ＡＥＴに見せながら、スピーチを行う。 

 

＜ICT 活用の成果と課題＞ 

① 

〇対面で話すことが難しい生徒の音読も評価することができる。 

〇音読の評価をするために授業時間を割かずに済む。 

〇正しく英語を読むための練習が学校以外でもできる。 

〇成績の集計が容易である。 

●課題として提出するため、だらしない生徒は提出をしない。 

 

② 

〇自分で作成したスライドがあることで、伝えたい内容を英語で発表する助けとなっている。 

●スライドの作成に時間をかけすぎて、英語の原稿がおろそかになる生徒もいる。



音楽科 研究の取り組み 

①楽譜チェックのやり方を説明し、大型テレビに映す。 

 

・1 年生のうちに楽譜の見方、読み方しっかり覚えるようにすることで、２，３年の学習に生かす。 
・作業時間の時間短縮につなげる。 
 

②チームスに鑑賞音源と実際の楽譜を載せる。 

 
・音源を載せることで、家庭での学習（復習）に生かす。 
・著作権の切れている楽譜は IMSLP（ペトルッチ）にて無料で閲覧が可能。実際の楽譜を見ることで各

楽器の役割を視覚的にとらえる。 
・紙の削減。 
 
 



③動画を撮影し、自分の演奏を分析する。 
 
・演奏を聴き、タンギングの仕方や姿勢、指の動かし方、音の長さを分析する。 
・できなかった部分を改善し、良い演奏ができるよう考えさせる。客観的に自分の 

演奏を聴くことによって色々な発見ができる。 
・合唱でも、口の開け方や姿勢、音程チェックなどで活用できる。 
 
 



美術科 研究の取り組み 

 
① 事前調べ学習での利用（B2） 

・参考作品や資料を、タブレットを利用して集める活動 

・鑑賞の事前学習などにも活用 

→作品アイディアの多様化、調べ学習の時間短縮につなげる 

 

 

② 制作レポート（振り返り用紙）のデジタル化（B3） 

→写真を挿入する事で、視覚的な振り返りを行う。 

→完成図とまとめを同じファイルに提出することで、 

　比較しながら鑑賞が可能に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 手元カメラとしての活用（C1） 

・動きのある作品の発表で利用 

・教員による実演を行う際の手元カメラとして 

→録画することでリプレイ確認することができ、毎授業で掲示可能に 

 

 

 

使用アプリケーション 

・power point 等 

（ポートフォリオ作成） 

使用アプリケーション 

・power point 等（レポート作成） 

・インターネットブラウザ（参考資料） 

・Teams 課題または OneDrive

１
年
　振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト

２
年
　ま
と
め
レ
ポ
ー
ト

３年ポップアップカード　鑑賞 

・実際に開いて説明をすることで、 

動きの面白さを伝える。 

・画面を拡大し、後列の生徒にも 

見えるようにする。



体育科 研究の取り組み 

➀foams 機能を使った学習カード 

　授業の終末に単元の振り返りとしてアンケート方式で振り返りをさせる。 

　【マット運動・跳び箱・バレーボール・ダンス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②動画撮影→確認→改善 

　【マット運動・跳び箱・ハードル・走り幅跳び・体育祭種目】 

 

③タイムシフトカメラ（遅延カメラ） 

【マット運動・跳び箱】 

 

④見本動画 

　【マット運動・跳び箱・バレーボール・バドミントン・体育祭種目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤技能テストの廃止、動画で提出→評価→点数のフィードバック 

　【マット運動・跳び箱】



技術・家庭科 研究の取り組み 

 

 

 

 

 

技術分野：製作のための技能（ペンスタンドの製作） 

① 　教材プリントを電子的（Teams の“課題”）に生徒個々の端末に配布する。下図に示すように、工程

ごとに振り返り（自己評価と製作過程の写真）ができるように構成する。 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 　Teams の投稿による電子プリントの配布を活用することにより以下の ICT 活用の効果が期待でき

る。あわせて、ルーブリックを用いることによって、評価と生徒への還元も併せて完了できる。 

l 教材配布及び回収の時間短縮。 

l 自分自身の取組を自己評価しながらの技術習得。 

l 課題や成果物のデジタル保存。 

 

個別学習 

B1 個に応じた学習：一人一人の習熟の程度などに応じた学習



 

 

 

 

家庭分野：エコバックの作成における、活用事例 

 

① 事前に下図に示す提出用シートを配布し、作成過程を写真や動画で記録させる。 

提出用シートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ワークシートを Teams に送る。各自の作品と比較しながら　学びを深めていく。 

③ 学習課題に対する自分の考えを大型提示装置でグループや学級全体に共有して発表や話合い

で共有する。 

生徒個々が作成した作品や資料を，グループや学級全体で一斉に提示することにより，課題解

決に必要な情報を効果的・効率的に共有できる。さらに、発表や意見交換で得られた他者からの

アドバイス等を参考に，作成した作品や資料をその場で改善することが可能である。 

 

協働学習 

C1 発表や話合い：考えや作品を提示・交換しての発表や話合い



 

 

 

 

技術分野：さまざまな生物育成の技術における、グループ学習 

① 　グループごとに、動物の飼育技術・水産生物の栽培技術・森林の育成技術のいずれかのテーマを選

択し、PowerPoint に調べたことをまとめさせる。PowerPoint は、グループごとに白紙で Teams に投

稿することにより、グループでの共同編集が可能である。 

教科書のみではなく、インターネットから学んだ知識をまとめることで、多角的な視点での見方・

考え方の育成や、思考力が向上する。また、ICT を使った新しい表現を自由に使うことによって、興

味を持ってまとめていくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② クラスで、グループ発表をする。 

他グループの PowerPoint を用いた発表や、話合いなどを通して、新しい知識や考えへの気付も期

待できる。また、PowerPoint は、Teams に投稿しているので、各自の振り返り学習も容易である。

協働学習 

C1 協働制作：グループでの分担や協力による作品の制作



特別支援教育　研究の取り組み 

自立活動での ICT 活用事例 

 特別支援教育では、個別の課題が中心のため、教材も個別の課題に合わせたものを作成してい

る。以前は、プリントを中心に作成していたため、作成できる教材に限界があったが、タブレッ

ト端末を活用することで、1 人 1 人が取り組みやすい形での教材を作成することができる。 

＜ICT 活用場面（導入）＞ 

〇目標・授業の約束をモニターに表示し、授業の見通しを持たせる【A1】 

→授業の流れを固定化して、スライドで表示（見通しを持たせるため）【A1】 

→全スライドに本時のねらいを載せる（文字が消えてしまうデメリットをなくすため）【A1】 

→消えていくタイマーで時間の見通しを持たせる【A1】 

＜ICT 活用場面（展開）＞ 

〇全体課題をモニターに表示し、一斉に体操に取り組む【A1】 

〇タブレットを使用した課題に取り組み、個別の目標を達成する【B1】 

→Keynote や PowerPoint のリンク機能を使って作成した、繰り返し教材を活用 

→Keynote の書き出し機能を使って、作成した動画で個別に学習 

→Keynote や PowerPoint を使い、自分のタイミングで答えを表示できる教材を活用 

〇OneDrive のリンクを QR コードで教室内に掲示。課題をダウンロードして、主体的に学習に 

取り組む【B1】 

＜ICT 活用場面（まとめ）＞ 

〇モニターに QR コードを映す→Microsoft Forms で授業の振り返り【B1】 

 

 

 

 

 

 



各教科での ICT 活用事例 

〇teams の課題提出機能やクラスルームを使い、生徒の画面をモニターに共有【C2】 

〇カメラ機能で作業している教師の手元を映す【A1】 

〇Split View（2 画面表示）を使い、調べた内容を表示しながらスライドにまとめる【B2】 

〇OneDrive に保存したスライドを班ごとに共同編集【C3】 

〇体育でデジタル学習カード（マット運動・ダンス）を配付し、演技動画を載せて提出【B1】 

〇書くことに抵抗や学習障害がある生徒に対して、筆記をタイピングや PowerPoint 等のワード

ボックスを動かして文を作る学習に代替【B1】 

 

ICT を活用した授業成果 

①生徒 1 人 1 人の特性に応じた個別課題の作成 

・特別支援学級には、知的障害がある生徒とない生徒、書字に困難が見られる生徒や書き写す 

ことが苦手な生徒など、様々な課題を抱えている生徒が在籍している。ICT 機器を活用するこ

とで、1 人 1 人の特性に応じた課題を作成することができた。 

②視覚的に分かりやすい授業 

・プレゼンテーションソフトを活用することで、写真やグラフなどを示しやすくなり、学習内 

容への理解度が高まったことで、プリントが中心の授業より意欲的に学習を進められるよう 

になった。 

③学習への抵抗感の軽減 

・特別支援学級に通う生徒の中には、紙に筆記することに対して強い抵抗感を示す生徒がいる。 

従来のプリント型の授業では、筆記量を減らすしかなかった。しかし、タイピングに置き替え 

たことで筆記に比べて、表現できる文章量が増えた。 

 

 以上のことから、特別支援教育と ICT の親和性は高いと考える。従来の学習方法では、生徒 1

人 1 人の課題に応じた学習を進めていくには限界があったが、ICT 機器の活用により生徒の学習

への興味・関心、取り組みやすさが向上した。 

 また、学習場面における生徒同士のコミュニケーションも、様々な場面で見られるようになっ

てきたことから、特別支援教育においても ICT 機器を継続的に活用することで、協働学習を進め

ることができると感じた。

 


